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ウクライナ侵略

の問題

国家とは一体何

なのか

ヨーロッパは戦

争の歴史

日本は長く平

和な国であっ

た？

明治以降大正昭

和と侵略戦争

原子爆弾2発→

国家のなしたこ

と

満蒙開拓団→難

民→国家のなせ

るわざ

国家→右翼っぽ

い、ナショナリ

ズム

ウクライナのよ

うに攻められた

ら困る

リアルな国家と

デジタル

国家権力＝軍事

力、公安警察

不安を煽り軍事

費増加の理由

国家の二面性

（抑圧、殺人と

国民保護）

国家はうさん臭

いもの

軍事力、警察が

ないと国家は成

立しない

個人と国の関係

国民は

nation,citizen

ではあるが、

peopleではない。

人はpeople=人（個

体）として生まれる

のであって、国民と

して生まれるのでは

ない

国に守られてい

る→あやしい

な！

国に守ってもら

う→税金を払う

情報統制、権力

に都合の悪いこ

とは知らせない

マイナンバー

カードなど最た

るもの

インターネット

→情報は隠せな

い

個人個人が自分

で情報を集める

国家は国民を守

るか？

国家は人間がつ

くりだしたもの

共同体があれば

リーダーが必要

ホッブズ→万人の

万人に対する戦い

→お互いの契約が

必要

国家を超える地

球規模の問題→

ナショナリズム

だけでは解決で

きない

温暖化等地球環

境の問題

自分の生活を守

りたいだけ

国家ではない→

個人

現実の機能と仮

想空間

情報を制御された

ことにより戦争が

おこる

「守ること」と「殺

すこと」

国家という機能

をつくりだした

目に見えないが

共同体のみんな

がいだく幻想

国民となるので

ある

束の間の共感→

共同性

刹那的、あやふ

や

価値観の体系が

崩れると銘々の

エゴイズムがむ

き出しになる

共同の幻想→異

常な行動や思考

→戦前の日本

人と人との関係

がつくられる

瞬間的なつなが

りにより不安を

払拭

幻想のとりこに

なる

情報に操られる

「国家とは」の問題は大きく、焦点をもって話すことは大変難

しいです。でも、この話の中からこれから考え続けるヒントの

ようなものが見いだせれば幸いです。



なぜ戦争がある

のか

「欲」

権力を握ると逃が

したくないもの

仏教のような宗

教国家でも無理

欲は身を亡ぼす

性善説の教育を

受けていればな

くなるのでは？

教育制度大切、

自分のため、人

のため

人間としての付

き合い方、信頼

関係

古代から人間は

さっぱり変わっ

ていないのでは

ないか

国には国民の意見

を吸い取ってもら

いたい

「武」の考え方が

大事ではないか

武の奥には人間

の殺すという欲

望がある

江戸時代以降儒教

倫理の皮を被せら

れ武道となった

日本にも中世、

殺し殺されの時

代があった

殺し合いの歴史好き嫌い、嫉妬、

敵味方、快不快

→エロス的欲望

→生きる

人間には殺して

無にしようとす

る欲望がある

国家などの共同

の幻想から一歩

距離を置く

自分を取り戻す

生と死の欲望の

せめぎあいの中

で生きている
日常の現実を倦

むことなく対話

し、面倒な会議

を重ねる

デジタル上の仮

想現実から目を

離し深呼吸する

そのようにして

関係をつくり紡

いで行く

生は死と隣り合わ

せであり、自ら維

持しなければ崩壊

してしまう


